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町

政

あ

ん

な

い

障
が
い
の
あ
る
方
々
を
周
囲
や

地
域
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

災
害
時
に
備
え
て
ス
ト
マ
用
装
具
の

保
管
を
行
い
ま
す

　
平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら
障
害
者
虐
待
防

止
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
Ί

　
こ
の
法
律
で
は
Ὶ
障
が
い
者
が
虐
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
Ὶ
市
町
村
に

通
報
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί

　
家
庭
や
施
設
Ὶ
勤
務
先
な
ど
で
障
が
い
者

へ
の
虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
Ὶ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
２

　
側
溝
や
排
水
路
の
流
れ
を
保
ち
Ὶ
ボ
ウ
フ

ラ
な
ど
の
不
快
害
虫
を
駆
除
し
て
良
好
な
生

活
環
境
を
守
る
た
め
に
Ὶ
生
活
排
水
路
清
掃

を
行
い
ま
す
Ί

　
ご
自
宅
や
事
業
所
Ὶ
管
理
す
る
土
地
周
辺

の
側
溝
や
排
水
路
の
清
掃
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
Ί
事
業
所
の
方
も
地
域
の
清
掃
活
動
に
あ

わ
せ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
Ί

　
な
お
Ὶ
排
水
路
の
汚
泥
と
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
は
処
分
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
Ὶ
家

庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
Ί

▼
と
　
き
　
四
月
二
十
日
 
日
 
 
予
備
日:

四
月
二
十
七
日 
日
  
※
開
始
時
間
は
地
区

に
よ
ℕ
て
異
な
り
ま
す
▼
と
こ
ろ
　
お
住
ま

い
の
地
区
Ὶ
事
業
所
等
の
所
在
地
区
の
範
囲

に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
▼
清
掃
道
具
　
お
持

ち
で
な
い
方
は
Ὶ
地
区
委
員
の
方
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
▼
汚
泥
集
積
場
所
　
各
地
区
で
決

め
ら
れ
た
場
所
▼
回
収
す
る
も
の
　
側
溝
・

排
水
路
の
汚
泥
Ὶ
側
溝
Ὶ
排
水
路
周
辺
の
雑

草
▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ

28
・
０
９
１
６

　
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
さ
れ
る
方
に
予
算

の
範
囲
内
で
先
着
順
に
て
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
Ί

▼
補
助
対
象
　
ϱ
下
水
道
の
事
業
計
画
区
域

以
外
で
あ
る
こ
と
ϲ
工
事
着
手
前
に
申
請
す

る
こ
と
ϳ
十
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と
ϴ
自
己
の
居
住
用
で
あ
る
こ
と
ϵ
浄
化
槽

法
の
構
造
基
準
及
び
国
庫
補
助
指
針
に
適
合

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
▼
補
助
金
額
　
五
人

槽
七
万
五
千
円
　
六
Ὶ
七
人
槽
　
九
万
円
　

八
Ό
十
人
槽
　
十
一
万
円
▼
問
合
せ
　
建
設

課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
６

　
ス
ト
兊
プ
・
ザ
交
通
事
故
を
め
ざ
し
Ὶ春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
Ὶ
四
月
八

日 
火
  

午
後
二
時
か
ら
Ὶエ
ア
ポ
ῴ
ト
ウ
棈

ῴ
ク
名
古
屋
・
ア
ピ
タ
名
古
屋
空
港
店
で
交

通
安
全
協
会
員
に
よ
る
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
す
Ί

　
ま
た
Ὶ
本
町
や
隣
接
自
治
体
で
は
Ὶ
今
年

に
入
り
Ὶ
空
き
巣
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
Ί

　
警
報
機
や
セ
ン
サ
ῴ
ラ
イ
ト
補
助
錠
を
活

用
し
て
Ὶ
泥
棒
を
近
づ
け
さ
せ
な
い
な
ど
の

工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６

　
災
害
時
に
住
居
が
被
災
し
Ὶ
ス
ト
マ
用
装

具
が
Ὶ
持
ち
出
せ
な
く
な
ℕ
た
場
合
に
備
え

て
Ὶ
自
己
所
有
の
ス
ト
マ
用
装
具
お
お
む
ね

十
日
間
分
を
お
預
か
り
し
Ὶ
保
管
し
ま
す
Ί

▼
対
象
者
　
町
内
に
住
所
が
あ
り
Ὶ
ス
ト
マ

用
装
具
を
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
方
▼
申
込
み

ス
ト
マ
用
装
具
Ὶ
各
自
で
用
意
し
た
保
管
箱

 
三
十
セ
ン
チ
×
二
十
セ
ン
チ
×
十
五
セ
ン

チ
程
度
の
大
き
さ
 
Ὶ
障
害
者
手
帳
Ὶ
印
鑑

を
持
参
し
Ὶ
福
祉
課
へ
申
込
み
▼
保
管
期
間

お
お
む
ね
一
年
六
嵂
月
▼
保
管
場
所
　
保
健

セ
ン
タ
ῴ
▼
災
害
時
の
対
応
　
役
場
に
ス
ト

マ
用
装
具
を
受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
ま

す
Ί
な
お
Ὶ
災
害
の
状
況
に
よ
り
Ὶ
柔
軟
に

対
応
い
た
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
福

祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
２

 
28
・
２
８
７
０

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
Ὶ
発
電
の
過
程

で
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

な
ど
を
発
生
し
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
発
電

シ
ス
テ
ム
で
す
Ί

　
こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設

置
さ
れ
る
方
に
Ὶ
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

に
て
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
Ί

▼
補
助
対
象
　
町
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
Ὶ
ま
た
は
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
さ
れ
る

方
Ί
工
事
着
手
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
▼
補
助
金
額
　
一
キ
ロ
ワ
兊
ト
当
た
り

二
万
円
で
Ὶ
八
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
▼
問

合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28
・
０

９
１
６

町営新栄住宅の入居者を募集
　町営住宅の入居者を募集します。

　現在町内に居住または勤務し、独立の生

計を営んでいる方で市町村税を滞納してい

ない方が対象です。

　その他にも、入居資格がありますので、

詳細はお問い合わせください。

　申込書は4月1日（火）から建設課土木・農

政係で配布し、4月15日（火）まで申し込みを

受け付けます。募集戸数を超える場合は、

公開抽選により決定します。

　入居戸数　1戸　間取り　3ＤＫ（6・6・

8帖）　家賃　別表　入居予定　6月中旬　

所得基準　所得月額　158,000円以下　　問

合せ　建設課土木・農政係℡Ԡ28・0380

▲ ▲

▲ ▲ ▲
▲

春
の
生
活
排
水
路

清
掃
に
ご
協
力
を

4/20

入居者の所得月額の合計 家　賃

０円〜104,000円

104,001円〜123,000円

123,001円〜139,000円

139,001円〜158,000円

23,400円

27,000円

30,900円

34,800円

【別表】


